（様式3-1）

活動報告書

申請者氏名　　　   　　 　　　　　　　　　　　　　　　
	本会学術集会に筆頭演者として参加

（参加した学術集会：　　　　　　　　　　　　　　　）
	回
	×
	15単位
	＝
	単位

	本会学術集会に参加

（参加した学術集会：　　　　　　　　　　　　　　　）　
	回
	×
	10単位
	＝
	単位

	本会ワークショップに参加
（参加したワークショップ：　　　　　　　　　　　　）
	回
	×
	5単位
	＝
	単位

	本会学会誌に筆頭著者として論文掲載

（掲載号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	回
	×
	10単位
	＝
	単位

	本会学会誌に共同著者として論文掲載

（掲載号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	回
	×
	5単位
	＝
	単位

	本会ニューズレター執筆

（掲載号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	回
	×
	5単位
	＝
	単位

	合計
	単位


　＊注意事項

１）各項目の単位は自身で計算の上、合計単位数を記載すること

２）1回の学術集会における単位の取得は15単位を上限とする

＜報告対象＞

認定制度規則が承認された平成20年度から平成29年12月31日までに開催（発行）されたものを報告の対象とし、申請に必要な単位とする。
学 術 集 会： 
第23回（横浜）～第32回（大阪）
　　　　　　　　　　　　ただし第28回に限り、第5回APMF参加でも可。
ワークショップ：
第14回（鹿児島）～第22回（岐阜）
学会誌：
第16巻1号～第25巻1号での掲載

ニューズレター： 
第14巻1号～第23巻1号での掲載

（様式3-2）

活動報告書（証明書）

申請者氏名　　　   　　 　　　　　　　　　　　　　　　

活動報告の証明書（コピー）を貼付
　　学術集会・ワークショップ参加：参加証のコピー

筆頭演者として発表：抄録掲載頁もしくは目次のコピー

論文・ニューズレター掲載：掲載頁もしくは目次のコピー（別刷を別添でも可）

· 用紙が足りない場合は別添添付可
（様式3-3）

活動報告書（診療報告）

申請者氏名　　　   　　 　　　　　　　　　　　　　　　


更年期女性に対する医療およびヘルスケアにおいて、どのような日常診療や活動を行っているか記載すること
